
98 千葉大学（理系）前期日程  問題

－1－

１ 解答解説のページへ

与えられた実数 a, b のうち, 大きくない方を { }min ,a b で表すことにする。関数

f ( )x x x= -3 7 に対して { }g f f( ) min ( ), ( )x x x= + -1 1 とおく。

(1) 0 3≦ ≦x のとき, y x= g ( )が最大となる xの値, および最小となる xの値をそ

れぞれ求めよ。
(2) 2つのグラフ y x= f ( )と y x= g ( )で囲まれた部分の面積を求めよ。
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－2－

２ 解答解説のページへ

座標平面において, 2点 P, Qをそれぞれ直線 x x= - =1 2, 上の点とし, 直線 PQが

円 x y2 2 1+ = に接するように動くものとする。このとき, 2 点 P, Q の y 座標がとも

に整数であるような P, Qの組をすべて求めよ。
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－3－

３ 解答解説のページへ

AB を直径とする半径 1 の半円がある。P を半円周上の動点とし, Ð =PAB qとお

くとき, Pは0
2

＜ ＜q p をみたす範囲を動く。直径 ABと弦 APと弧 PBで囲まれた部

分の面積をT ( )q で表す。

(1) T ( )q を求めよ。

(2) Pが半円周上を0
4

＜ ＜q p の範囲で動くとき,

右図のように, 線分 APを折り目にしてこの
半円を折り重ね, 重なった部分の面積をS ( )q

とおく。このとき, S ( )q をT ( )q とT ( )2q を

用いて表せ。
(3) (2)のS ( )q の最大値を与えるqの値をa と

するとき, cos2aの値を求めよ。
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－4－

４ 解答解説のページへ

平面上の三角形 OABは, OA OB= =a b, とおくとき, a = 1 , b = 2 ,

a b× = 1
2
をみたすとする。辺 ABを 1 : 2に内分する点を Pとし, 直線 OPに関して

Aと対称な点を Q, OQの延長と ABの交点を Rとおく。

(1) OQをaとbで表せ。

(2) ORをaとbで表せ。

(3) △PQRの面積を求めよ。
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－5－

５ 解答解説のページへ

複素数 z に対して複素数 w をw iz
z

=
-

2
a
で定める。ただし, a は 0 でない複素数の

定数とする。

(1) 点 zがa 以外のすべての複素数を動くとき, 点 wのとりうる値の範囲を求めよ。

(2) 点 zがある円周 C上を動くとき, 点 wは原点 Oを中心とする半径 1の円周を

描くものとする。このとき, 円周 Cの中心と半径をa を用いて表せ。また円周 C

の中心が iのとき, a の値を求めよ。

(3) a は(2)で求めた値とする。点 zが実軸上を動くとき, 点 wの描く図形を求めよ。


